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内容要旨 
目的：包括的心臓リハビリテーション(CR)は冠動脈疾患患者の生命予後を改善させ
るが、その機序の一つとしてHDLの抗動脈硬化機能の改善を検証する。  
背景：我々は予備研究として、急性冠症候群(ACS)後CRに参加した患者68例を6ヶ
月間のCRの完遂の有無で2群に分け、ACS発症時と6ヶ月後の維持期のHDLのコレス
テロール引き抜き能（CEC）を測定した。CR完遂群でのみ、HDLコレステロール
（HDL-C）、アポ蛋白A-Ⅰ(ApoA-Ⅰ)およびCECが有意に増加した。またCECの増
加は、冠危険因子が完全に是正された運動耐容能の高い群でのみ認めた。HDLは抗
酸化酵素Paraoxonase-1 (PON-1)を有し、PON-1がCECを調整することが報告され
ているが、CRのPON-1活性に対する効果は十分に検討されていない。予備研究と
別のACS患者を対象に、CECとPON-1の一つであるアリルエセテラーゼ活性 (AREA)
を測定した。  
方法：2005年8月から2015年3月までにACSを発症し、経皮的冠動脈形成術に成功し、
発症時と６ヶ月後の血液検体を凍結保存できた男性70名、女性14名を対象とした。
CECの測定は、3H標識したコレステロールを含んだマウス由来のマクロファージ細
胞（J774細胞）にApoB除去患者血清（HDL血清）を含んだ培地で4時間培養し、血
清中のコレステロール濃度を測定して計測した。AREAを市販のキットを用いて測
定した。CRを完遂したCR群(69例)とCR不参加または脱落したnon-CR群(15例)で比
較した。  
結果：  CR群でのみ、ApoA-ⅠとCECが各々4.0%、9.4%有意に増加した。一方、両
群ともにHDL-CとAREAは変化しなかった。スタチンの種類に関わらずCR群では、
CECが有意に増加したが、HDL-CとApoA-Iはrosuvastatinまたはpitavastatin服用患者
でのみ上昇した。CECとAREAは有意な正相関を示したが、他の因子との関連は両
者で異なった。運動耐容能はAREAと正相関を示し、HDL-CはCECとのみ正相関を
示した。CECの変化率とAREAの変化率とに有意な正相関を認めた（ rho=0.245, p= 
0.038）。各々の変化率は、HDL-Cの変化率よりもApoA-Ⅰの変化率とより強く相関
した（CEC変化率  とApoA-Ⅰ変化率: rho=0.328, p=0.002、AREA変化率とApoA-Ⅰ変
化率: rho=0.428, p＜0.0001、CEC変化率  とHDL-C変化率: rho=0.312, p=0.0042,、AREA
変化率とHDL-C変化率: rho=0.343, p= 0.003）。  
結語：CRはHDLの機能を改善し、急性冠症候群患者の二次予防に寄与する。  
